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外

回
村
長
は
、
村
政
推
進
に
あ
た
り
、
融

和
を
基
本
姿
勢
と
す
る
と
い
う
が
、
具

体
的
内
容
を
伺
い
た
い
。
「
融
和
と
団

結
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、
前
回
の
村
長
選

で
、
私
が
あ
な
た
に
託
し
た
政
治
目
標

だ
が
期
待
外
れ
だ
っ
た
。
こ
の
度
の
選

挙
結
果
は
、
甲
1
対
甲
9
の
僅
差
で
、

4
年
間
の
信
任
率
は
朋
％
で
あ
る
。
政

治
姿
勢
や
政
策
の
見
直
し
の
再
検
討

が
必
要
だ
が
、
見
解
を
伺
う
。

案
を
し
た
。
次
の
7
事
案
に
つ
い
て
、
来

年
度
に
向
け
た
方
針
や
見
通
し
を
伺

う。①
防
災
行
政
に
つ
い
て

住
民
の
安
否
確
認
の
実
態
は
半
数

だ
け
だ
。
他
の
村
民
や
観
光
客
な
ど
来

村
者
へ
も
何
ら
対
応
策
が
行
わ
れ
て
い

な
い
。
防
災
体
制
は
最
も
緊
急
な
課
題

だ。

（

ら
、
さ
ら
に
一
歩
進
ん
で
動
物
愛
護
セ
ン

タ
ー
を
設
置
し
、
ア
ニ
マ
ル
セ
ラ
ピ
ー

な
ど
の
新
し
い
山
中
湖
の
魅
力
を
出
す

政
策
に
転
換
し
た
ら
ど
う
か
。

村
長
　
高
村
文
教

私
の
基
本
姿
勢
で
あ
る
融
和
は
、
対

立
で
は
な
く
、
融
和
を
意
味
し
て
い
る
。

ま
た
、
選
挙
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
村
民

の
声
と
し
て
謙
虚
に
受
け
止
め
て
い
る
。

従
前
と
お
り
、
村
民
目
線
で
村
の
将
来

像
実
現
に
向
け
、
村
政
を
推
進
し
た
い
。

議
昌
お
よ
び
村
民
、
村
職
員
、
各
種
団

体
等
の
協
力
が
不
可
欠
だ
。
今
後
と
も

ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

回
答
弁
に
体
温
が
感
じ
ら
れ
な
い
。

村
長
に
投
票
し
な
か
っ
た
者
を
排
除
し

て
い
る
。
僅
か
0
・
1
％
の
差
で
二
分

さ
れ
た
村
を
真
に
「
融
和
と
団
結
」
に

向
け
る
使
命
が
あ
る
。
支
持
者
だ
け
で

な
く
、
全
村
民
を
対
象
に
膝
を
交
え
た

「
車
座
的
対
話
集
会
」
の
実
現
や
、
行
政

の
職
人
で
あ
る
職
員
個
々
と
温
か
い
信

頼
構
築
へ
の
努
力
を
、
再
提
案
す
る
。

総
務
課
長
　
長
田
一
夫

提
案
し
て
い
た
だ
い
た
、
エ
リ
ア
分

け
し
て
担
当
組
員
が
安
否
確
認
を
行

う
体
制
で
す
が
、
個
人
情
報
等
の
問
題

が
多
々
あ
る
中
、
貴
家
を
回
り
、
ご
理

解
を
い
た
だ
き
、
エ
リ
ア
マ
ッ
プ
等
に

落
と
せ
る
よ
う
な
状
況
を
早
く
進
め

たい。

環
境
衛
生
課
長
　
天
野
育
三

今
後
と
も
動
物
愛
護
の
観
点
か
ら
、

人
材
育
成
を
進
め
、
動
物
ボ
ラ
テ
ィ
ア

と
の
連
携
整
備
を
強
化
し
て
行
き
た
い
。

④
村
民
の
健
康
管
理
と
「
健
康
立
村
」

構
想
に
つ
い
て

村
長
は
私
に
、
健
康
立
村
の
計
画
書

提
出
を
依
頼
し
、
そ
の
一
部
を
既
に
届
け

て
あ
る
が
、
現
場
と
の
調
整
が
不
十
分

だ
。
そ
の
場
し
の
ぎ
の
対
応
で
は
な
く
、

ま
ず
「
健
康
立
村
」
の
宣
言
を
す
る
な
ど
、

真
剣
に
取
り
組
む
べ
き
だ
。

は
、
住
民
み
ず
か
ら
考
え
、
自
主
的
に

活
動
で
き
る
組
織
と
し
て
、
チ
ー
ム
山

中
湖
と
も
連
携
強
化
を
図
り
、
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
行
き
た
い
。

⑥
小
中
学
生
の
「
豊
山
留
学
制
度
」
に

つ
い
て

こ
の
提
案
に
つ
き
、
早
速
の
先
進
地

調
査
に
は
敬
意
を
表
し
た
い
。
し
か
し

少
子
化
問
題
対
策
は
緊
急
を
要
し
、
里

山
留
学
の
条
件
は
、
他
の
先
進
よ
り
数

段
上
だ
と
思
う
。
「
里
山
留
学
制
度
」
の

実
現
を
加
速
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

教
育
課
長
　
権
正
雅
彦

早
急
に
検
討
委
員
会
を
設
置
し
、
里

山
留
学
制
度
に
つ
い
て
取
り
組
ん
で
行

き
た
い
。

②
「
里
山
庭
園
」
構
想
に
つ
い
て

前
提
と
な
る
森
林
整
備
は
、
林
地
台

帳
の
作
成
が
必
要
条
件
だ
。
地
籍
調
査

も
進
展
し
て
い
な
い
。
何
を
い
つ
ま
で

に
達
成
す
る
か
の
計
画
性
、
予
算
や
人

員
配
置
等
の
確
保
を
具
体
化
す
べ
き
だ
。

村
長
　
高
村
文
教

提
案
を
謙
虚
に
受
け
止
め
、
二
期
目

も
一
生
懸
命
頑
張
り
ま
す
の
で
、
一
層
の

指
導
ご
鞭
煙
を
お
願
い
し
た
い
。

回
今
ま
で
村
民
目
線
で
1
4
の
政
策
提

生
活
産
業
課
長
　
山
崎
茂

林
地
台
帳
の
整
備
を
行
い
、
加
速
し

て
行
き
た
い
。
地
籍
調
査
に
つ
い
て
は
、

現
状
の
役
場
体
制
で
は
非
常
に
厳
し
い

状
態
で
あ
る
が
、
今
後
、
予
算
等
を
含

め
た
中
で
検
討
し
て
行
き
た
い
。

③
保
護
犬
・
迷
い
犬
対
策
に
つ
い
て

他
に
誇
る
殺
処
分
「
ゼ
ロ
」
の
実
績
か

い
き
い
き
健
康
課
長
　
高
村
高
夫

各
課
連
携
の
も
と
、
そ
の
看
板
を
掲

げ
る
こ
と
を
目
標
に
頑
張
っ
て
い
る
。

ま
た
、
平
成
2
9
年
度
に
健
康
増
進
計

画
を
改
定
す
る
に
あ
た
り
、
そ
の
内
容
、

理
念
な
ど
を
盛
り
込
み
検
討
し
た
い
。

⑤
交
通
弱
者
へ
の
助
け
合
い
対
策
に

つ
い
て

こ
れ
は
、
法
律
的
な
課
題
が
多
い
と

理
解
し
て
い
る
。
し
か
し
チ
ー
ム
山
中

湖
や
新
し
い
機
構
作
り
の
中
で
、
住
民

の
相
互
協
力
に
向
け
た
意
識
改
革
を

先
行
す
べ
き
だ
と
思
う
が
、
如
何
か
。

⑦
入
札
制
度
改
革
に
つ
い
て

9
8
％
を
超
す
高
止
ま
り
の
落
札
率
を

改
善
す
る
に
は
、
早
急
に
予
定
価
格
の

事
前
公
表
を
取
り
や
め
、
さ
ら
に
随
意

契
約
の
複
数
見
積
り
に
よ
る
競
争
原
理

の
徹
底
を
行
う
決
意
の
問
題
で
あ
る
。

責
重
な
税
金
の
無
駄
遣
い
防
止
の
意
味

で
も
、
村
長
や
契
約
担
当
業
務
者
の
強

い
決
意
を
再
度
伺
う
。

い
き
い
き
健
康
課
長
　
高
村
高
夫

交
通
弱
者
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

総
務
課
長
　
長
田
一
夫

予
定
価
格
の
公
表
に
つ
い
て
は
、
十

分
検
討
し
た
上
で
調
整
し
て
行
き
た

い
。
ま
た
、
随
意
契
約
に
つ
い
て
も
、
指

摘
の
あ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
十
分
理
解

し
、
随
意
契
約
理
由
の
検
証
な
ど
、
速

や
か
な
対
応
を
取
っ
て
行
き
た
い
。


